
誰もが価値ある大切な存在として認められる学校

‐岐阜市のいじめ防止対策‐
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いじめ重大事態
いじめ防止対策
推進条例の改正

教育大綱改定

岐阜市いじめ防止対策推進条例



教育大綱といじめ対策
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学校におけるこれまでの主な取り組み

。

生命の尊厳の理解

〇「生命の尊さ」

「よりよく生きる喜び」などを学ぶ

〇12の人権課題について知る

〇他者との関わりについて学ぶ

〇かけがえのない自他の命を守る

一人ひとりが価値ある大切な存在
として互いに認め合う

〇「親切・思いやり」「友情・信頼」

「相互理解・寛容」などを学ぶ

〇子どもの人権感覚を高める教育・指導

〇児童会生徒会活動、異学年交流・

縦割り活動の充実

〇岐阜市の「人・もの・こと」から

リアルに学ぶ

心を開く
対話

道徳科
道徳教育

特別活動

総合的な学習
の時間

人権教育

「誰もが価値ある大切な存在として認められる学校」の具現化に向け

いじめ対策
いじめが起きにくい

学校風土の醸成

いじめ重大事態を

風化させない組織



主な取り組み
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①いじめ対策監の配置
（全市立学校に各１名）

②主任いじめ対策監の配置
（市内５ブロックに各１名） ③教員研修

子どもと教職員の
対話に基づく相互信頼の
確立

教職員が、より深く子どもたちと
向き合うための学校業務改革の推進

‣事案を決して風化させない
ための組織づくり

‣校長・教頭研修
‣いじめ対策監研修
‣生徒指導主事研修など

教職員の資質向上

‣学校を巡回し、各校のいじめ対策の

在り方について助言する
‣いじめ対策監研修会において、

講師等を担い、資質向上を図る

‣いじめ発生時に、いじめ対策
チームを招集し、対応に当たる

‣校内を巡回し、子どもたちに
声をかけ、実態を把握する

いじめ重大事態を風化させない組織

いじめが起きにくい学校風土の醸成

いじめ対策監支援本部会議
・いじめ対策監の活動の充実及び支援を目的として年間４回実施
・副市長及び教育長を本部長とし、関係課長等１０人で構成



主な取り組み
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④岐阜市生徒会サミット ⑤７月3日「いじめについて考える日」
⑥毎月3日「いじめを見逃さない日」

自己を認識し、自らの選択と行動によって幸せな未来をつくり出せる力を育む

中学校から小学校への活動の広がり

中学校から小学校へ活動報告 小学校での活動を全校へ周知 学年ごとに個人の行動目標を設定
‣いじめ克服に向けた思いや

取り組みを交流、自校を
見つめ直す

いじめ重大事態を風化させない組織

いじめが起きにくい学校風土の醸成

大津市との連携（R5.10.24協定締結）
・両市教育委員会が

「子どもたちが安心して学べる学校づくり」推進
に関し連携

・R7は、大津市の中学生が本市生徒会サミットに、
R8は、岐阜市の中学生が「大津っ子未来会議
‐児童会生徒会サミット‐」に参加・交流



誰もが価値ある大切な存在として認められる学校づくり
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教育大綱の理念を実現するために

学校風土への浸透 アンテナの高い教師 事案への適切な組織対応

・互いの個性や多様性を
受け入れる

・いじめの定義に基づく

高いアンテナ

・「相談すれば絶対に守って

もらえる」組織的な対応

・情報連携・役割連携による
児童生徒理解

・普段との違いを察知し

心の声を聞く鋭い感性

・いじめに至った背景を考慮

した指導

・自分らしさが発揮でき、

認められる

・相手と認め合い
行動できる

いじめ対策監を中心とした包括的な支援

・他者との関係性の

支援・見届け

〇子どもの自己肯定感の向上
〇自由の相互承認の感度の高まり

〇予防・緩和的対応による未然防止
〇安心できる居場所づくり

〇問題の背景をつかむ根本的対応
〇子どもとの信頼関係の構築

いじめが起きにくい学校風土の醸成
いじめ重大事態を風化させない組織

子どもの健康サポートアプリの運用

子どもたちの今の体調や

なやみを見える化、

「きいて」ボタンで

話したい先生に 相談・即対応


